
 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 25日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎的・基本的な
知識・技術の習得
と、総合学科の教育
システムを実現する
ための教育課程の編
成を推進するととも
に、組織的な授業改
善に取り組む。 
 
 
 

①新カリキュラ
ムに基づき、昨
年度実践した内
容を踏まえ、新
カリキュラムの
必修科目・系列
科目・選択科目
について指導を
行う。 
 
②多様な学びの
場を提供すると
ともに、参加す
る生徒の姿勢や
意欲を向上させ
るための指導を
行う。 
 
 
 

①引き続き単元計
画の作成を通し
て、新カリキュラ
ムの科目の指導内
容および、学習評
価の在り方につい
て具体的に検討す
る。昨年度発足し
たＷＧの活動と連
携し、よりよい授
業づくりを推進す
る。 
 
②生徒の確実な単
位修得に繋がる指
導に取り組む。ま
た、情報の提供を
行い生徒の興味を
促す。 

①新カリ完全移
行に向けて、本
校生徒の実態を
踏まえた学習内
容の検討及び実
践ができたか。 
①今年度導入予
定のツールを利
用した効果的な
授業実践が行え
たか。 
①学習評価の在
り方について共
有検討を促すこ
とができたか。 
②学校外活動で
の単位修得が推
進できたか。 

①学校設定科目を中心
に単元計画を作成し、
学習内容の検討と実践
ができた。 
①ロイロノート等の授
業ツールを活用し授業
実践を行った。 
 
 
 
 
 
 
②技能審査について新
カリ科目との相互性を
確認し、生徒へ学校外
活動の参加を呼びかけ
た。 

①生徒による授業評
価の結果を分析し、
さらなる改善を行
う。 
①WG の取組をさらに
推進し、授業改善に
努める。 
 
 
 
 
 
 
②学校外活動への参
加を通して、主体的
に学ぶ姿勢の育成を
図る。 

①生徒による授業評価は
評価方法を客観的指標に
基づいて行うと良い。授
業評価と結果との相関関
係を示せるとなお良い。 
①ICT を活用した授業実
践を継続し、授業改善に
努める点を評価します。 
 
 
 
 
 
②学校外活動への参加を
呼びかけるにあたり、目
的や目標を明確に示すこ
とが重要となる。 

①新カリキュラム科目
の学習内容と授業評価
の結果を検証ができ
た。 
①ロイロノートの活用
により授業の効率化が
図られた。 
 
 
 
 
 
 
①学校外活動への参加
を通して主体的に学ぶ
姿勢が育成された。 

①本校生徒の実態を踏
まえ、授業改善を推進
し学力向上を図る。 
 
① ICT 利活用につい
て、各教科の特性を踏
まえた授業改善を推進
する。 
 
 
 
 
 
①多様な学びの機会を
創出することでより多
く生徒の参加を促す。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①基本的な生活習

慣・規範意識の涵

養、部活動の活性化

など、学校生活の充

実を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②関係機関と連携し

た教育相談体制を推

進させる。 

 
 
 
 
 
 
 

①基本的生活習
慣を身に着けら
れるよう、様々
な場面での指導
を行い、規範意
識を高める。 
生徒が学校行事
等 や 生 徒 会 活
動、生徒委員会
活動、部活動等
を通じて充実し
た学校生活を送
る中で、社会の
一員として必要
な資質・能力を
育成する。 
 
②ＳＣ、ＳＳＷ
とのさらなる連
携による教育相
談体制作りを推
進する。状況に
応じ、外部機関
と の 連 携 を 図
る。 
 
③外国につなが
りのある生徒へ
の支援を行う。 

①職員が共通認識
を持ち、授業、学
校生活、学校行事
等を通じ、あらゆ
る場面での生徒支
援を行う。 
学校行事等や生徒
会活動、生徒委員
会活動、部活動を
通じて各々の個性
を生かして活躍で
きる機会をつくれ
たか。 
 
②教職員が研修等
を通じて、教育相
談やいじめについ
ての理解を深め、
生徒・保護者が安
心して学校生活を
送れるように支援
する。 
 
 
③外国につながり
のある生徒の状況
を共有し、組織的
な支援を行う。 
③組織的な支援を
行える体制を検討
する。 
 

①生徒が自分か
ら 考 え て 行 動
し、けじめある
生活習慣を身に
つけられたか。 
学校行事等や生
徒会活動、生徒
委員会活動、部
活動を通じて活
躍できる場をつ
くれたか。 
 
②職員研修を行
い、教育相談や
いじめへの理解
を深め、問題や
悩みを抱える生
徒・保護者の解
決につなげられ
たか。 
 
 
③外国につなが
りのある生徒の
日本語習得と進
路支援ができた
か。 
③よりよい支援
体制が構築でき
たか。 

①頭髪、服装指導や授
業規律指導の継続的な
取組みにより落ち着い
た学校生活となった。 
①通常開催となった体
育祭文化祭では、生徒
の主体的な活動によっ
て盛況となった。 
 
 
 
 
②教育相談体制の整備
により個に寄り添った
支援ができた。 
 
 
 
 
 
 
 
③外国人生徒支援にお
いて個別の状況を職員
間で共有し、組織的な
支援体制の整備を図っ
た。 

①SNS の適切な利用を
促すモラル、マナー
指導の推進を行う。 
 
①部活動、委員会活
動の活性化を図り、
その取組みを支援す
る。 
 
 
 
 
②校外機関との連携
の対応を整理し、個
別支援を迅速に行う
ことのできる体制を
構築する。 
 
 
 
 
 
③学校運営協議会と
連携し外国人生徒支
援、多文化共生教育
の推進を図る。 

①式典等での生徒の身だ
しなみに指導の成果が垣
間見られた。今後も継続
を望みます。 
①部活動や委員会活動の
活性化により非認知能力
を育んでいる。自己有用
感を高めることで、主体
的に授業規律を守り、自
治能力を養うことにつな
がると考え、評価しま
す。 
②個別事案に対応できる
体制が整いつつあり、生
徒や保護者に寄り添って
の支援が行われている様
子がうかがえた。 
 
 
 
 
 
③多文化共生の地域にあ
る学校として、外国人生
徒や外国につながりのあ
る生徒への支援をしてい
ることを評価します。 

①継続的な生活習慣指
導により基本的生活習
慣の定着が図られた。 
 
①学校行事の通常開催
により生徒の自主性を
育成が図られた。 
 
 
 
 
 
②職員間での生徒情報
の共有化が図られ、適
切な指導、支援が図ら
れた。 
 
 
 
 
 
 
③多文化教育コーディ
ネーターや日本語指導
員との連携により組織
的な支援を行った。 

①自己と他者を尊重
し、モラル、マナー指
導を通じて規範意識の
醸成を図る。 
①学校行事、部活動、
委員会活動への積極的
な参加を促し、取組の
活性化を図る。 
 
 
 
 
②かながわ子どもサポ
ートドックを活用し、
より迅速な個別支援に
つなげる。 
 
 
 
 
 
 
③JLPT 取得を奨励し、
希望する進路実現を支
援する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 25日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①キャリアガイダン
スの実施内容の更な
る充実に向けた検討
と生徒の主体的な進
路実現への支援を推
し進める。 
 
 
 

①「キャリア教
育実践プログラ
ム」の見直しを
引き続き検討す
る。 
 
 
 
 
 
②自ら考え行動
できるような主
体的な姿勢で希
望進路の実現に
向かっていける
よう支援する。 

①「未来探索ⅠⅡ
Ⅲ」の学習内容を
様々な方法で恒常
的に見直す。 
 
 
 
 
 
 
②卒業後の進路を
踏まえ、適切で計
画的な履修指導や
キャリアカウンセ
リングを行う。ま
た、家庭と学校が
連携して生徒の支
援を行えるような
方法を検討する。 

①「未来探索Ⅰ
ⅡⅢ」の取り組
みに対し、方法
を工夫しながら
恒常的に改善を
加えることがで
きたか。 
 
 
 
②履修指導やキ
ャリアカウンセ
リングが適切に
計画的に行われ
たか。保護者へ
の進路情報の提
供が、適切に行
われたか。 

①「未来探索ⅠⅡⅢ」
における探究的活動を
推進し、生徒が主体的
に学び、表現力の育成
が図られた。 
 
 
 
 
 
②履修指導や希望進路
の実現に向けて生徒・
保護者への情報発信を
積極的に行った。 

①「未来探索ⅠⅡ
Ⅲ」の取組みを検証
し、キャリア教育実
践プログラムのさら
なる充実を図る。 
 
 
 
 
 
②自身にとって有用
な進路情報を活用す
る能力の育成を図
る。 

①未来探索の発表会は回
数を重ね向上している。
職員の指導もより的確に
なっている。こうした好
事例を共有する仕組みが
あると良いと思われま
す。 
①ICT を活用した発表は
素晴らしかった。運営す
る生徒にとっても良き学
びの場となっていると感
じました。 
②自身にとって有用か否
かを判断する指標を示せ
れば説得力を増す。 
②自ら進んで進路情報を
収集し活用できる能力を
育んでいただきたい。 

①継続的な支援の積み
重ねによって、生徒の
プレゼンテーション能
力の伸長が見られた。 
 
 
 
 
 
 
②履修指導や進路指導
において、積極的に情
報発信するとともに、
丁寧な個別指導を行う
ことができた。 

①主体的に学ぶ姿勢、
体験的な取組みを自身
の言葉で発信できる表
現力の育成を一層推進
する。 
 
 
 
 
 
②情報を収集する能力
と活用する能力の伸長
を図る。 

４ 地域等との協働 

①地域との連携を密
にし、外部の教育力
を活用する。 
 
 
 
②ＰＴＡとの協働に
よる教育活動を、よ
り発展させる。 
 
 
 

①学校行事や授
業を通じ、生徒
が 地 域 と 交 流
し、積極的に社
会に寄与する意
欲 や 態 度 を 育
む。 
 
②ＰＴＡとの協
働の機会を増や
し、行事を充実
させ、生徒の満
足度を高める。 

①学校行事や授業
を通じ、生徒が地
域と交流する機会
を設ける。 
 
②行事や式典への
ＰＴＡ参加を増や
し、生徒と保護者
が関わる機会を増
やす。 

①生徒が地域と
交流し、積極的
に社会に寄与す
る意欲や態度が
育ったか。 
 
②ＰＴＡや保護
者がどのくらい
学校行事に参加
し協働すること
ができたか。 

①近隣保育園の運動会
の準備に部活動、委員
会生徒が参加すること
で地域貢献した。 
 
 
②体育祭、文化祭に多
くの保護者が来校し、
生徒の活躍する場面を
見ていただいた。 

①地域交流事業を年
間計画に位置付け
て、生徒の活躍の機
会を創出すること。 
 
 
②学校行事で保護者
や地域と協働する企
画を検討する。 

①PTA や保護者の学校行
事への参加が強制的にな
っていないかといったチ
ェック機能があると良い
と思います。意見を聞く
なり、逆提案をお願いし
たりして皆が参加しやす
い土台づくりを考える。 
②学校、保護者、地域と
の協働は鶴総の強みであ
り、より一層の推進を図
っていただきたい。 

①地域交流事業におい
て、地域から信頼され
る生徒像づくりを行う
ことができた。 
 
 
②学校行事や式典に保
護者が来校できるよう
になり、協働的な教育
活動の復活が見られ
た。 

①年間計画に位置付け
るとともに、生徒の活
躍する場面の創出を図
る。 
 
 
②保護者や地域との協
働の機会を充実させ、
学校行事や地域交流事
業の活性化を図る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①学校運営協議会の
活動を、教育活動な
どとリンクさせる。 
 
 
 
②教職員一人ひとり
に事故・不祥事防止
を常に意識させると
ともに、教員として
の資質や指導力向上
のため、学び合う組
織を目指す。 
 
③働き方改革を取り
入れた業務遂行を実
践する。 

①学校運営協議
会や地域の教育
活力と協働した
学 校 運 営 を 行
う。 
 
②業務効率の向
上と事故・不祥
事防止を一体と
してとらえて業
務改善を推進す
る。 
 
③教育の情報化
を推進し業務効
率 を 向 上 さ せ
る。 
 

①学校行事や課題
研究発表会を関係
者に公開し、本校
の取組の意見聴取
を行う。 
 
②成績処理、調査
書作成等の手順確
認を不祥事防止研
修と位置づける。 
 
 
 
 
③校務ネットワー
クを整理して、職
員間で業務情報の
共有を図る。 

①設置部会との
協働による地域
交流や外国人生
徒支援を行った
か。 
 
②マニュアルを
検証し、課題の
共有が図られた
か。 
 
 
 
 
③グループ業務
のマニュアル化
を推進し、職員
が閲覧できるよ
う 整 理 さ れ た
か。 

①教育活動視察及び地
域交流については一定
の成果が見られた。 
①外国人生徒支援部会
については校内の取組
と設置部会との連携が
不十分だった。 
②マニュアルの検証と
整備により業務の効率
化と事故防止が図られ
た。 
 
 
 
③ペーパーレスを推進
し、校務用サーバーを
整理した。 

①地域交流事業、多
文化共生教育につい
て設置部会との協働
を図る。 
 
 
 
②業務の効率化と事
故防止の取組みを一
層推進する。 
 
 
 
 
③教育の情報化に向
けた取組みを検証し
さらなる推進を図
る。 

①クラブ活動などで外部
機関や人材を活用した運
営を検討し、業務効率化
をより進めると良いと思
います。 
 
 
②マニュアルの検証は業
務改善の有効な手段であ
りさらなる推進を期待し
ます。 
 
 
 
③業務の効率化を図った
ことは、素晴らしい改善
で、鶴総の評価が高まる
基礎となります。 

①学校運営協議会にお
ける意見聴取や委員の
皆様の助言により様々
な視点から学校運営を
推進する機会となっ
た。 
 
②マニュアルの継続的
な検証により一層の業
務改善が図られた。 
 
 
 
 
③業務の効率化が図ら
れたことにより生徒と
向き合う時間の確保に
つながった。 

①地域の教育活力や外
部人材に積極的に協力
をいただき、地域に開
かれた学校運営を一層
推進する。 
 
 
②職員が業務内容の理
解を深化させ、業務改
善と事故・不祥事防止
の一体化を一層推進す
る。 
 
 
③業務改善に引き続き
取り組み、一体感ある
働き方改革を推進す
る。 

 


